
地元学と地域社会 



   

あなたは自分の地域の良さを 

人に伝えることはできますか？ 

 

 



体験 

           

   海外体験の中で 

     地元の良さを 

     伝えられない。 

GYOZA? 

What??? 



このままでいいのか・・・？ 
  

 

  地元を学んだら 

     良さをいえるようになるはず！！ 



地元学の定義 吉本哲郎   

地元の人が主体となって地元を客観的に、地
域の人の視点や助言を得ながら、地元のこと
を知り、地域の個性を自覚することを第一歩
に、外から押し寄せる変化を受け止め、内か
ら地域の個性を照らし合わせ、自問自答しな
がら地域独自の生活を日常的に作り上げて
いく知的創造的行為である 

地元を知ること 



地元学の例 

• 北海道（札幌） 

• 東北（宮城） 

• 関東（東京） 

• 中部（愛知） 

• 近畿（大阪） 

• 中国（広島） 

• 四国（愛媛） 

• 九州（福岡） 

講座の 

 内容は？ 

開催頻度
は？ 

情報発信の
仕方は？ 



地元学の例 

• 北（札幌） 

• 中央（名古屋） 

• 南（福岡） 

 

 



北海道の例-さっぽろカレッジ 

  



  





名古屋の例-生涯学習webなごや 





まなびアイ福岡の特徴 





地元学をとりまく環境 

  

 地元を深く知りたい 

   人の存在。 
   社会問題を知り、解決したい 

 

   自分の意見を持ちたい 

 

周りと議論し、意見を広く反映させたい 
 

 



地元学を取り巻く現状①② 

   

 学んだ地域のことを 

 発信する機会が少ない 

 

 各講座間に関連性が 

       見つけにくい 



地元学を取り巻く現状③④ 

  

 地域の財産を知ろうと 

 活動してもイベントで 

       完結してしまう 

  
Fin! 

   

 地域に関して専門的な 

 議論に加わりたくても 

 一般市民は参入しにくい 

 

 



提案 

☆一歩進んだ、 

 地元学のカリキュラム 
 

 



問題意識①② 

   

 学んだ地域のことを 

 発信する機会が少ない 

 

 各講座間に関連性が 

       見つけにくい 

地域資源ってなに？ 知識を共有できない 

解決策！①② 

  

 科目間のつながりを 

 意識 

 

 

 学んだ魅力を 

   市内外に発信・共有             



問題意識③ 

   

 地域に関して専門的な 

 議論に加わりたくても 

 一般市民は参入しにくい 

 

 

専門的な知識の議論の場の不足 



解決策！③ 

  

 市役所職員、市民、 

       大学生が講師 

 

 

 大人と子供がともに 

  体験学習中心に学ぶ 

 



問題意識④ 

  

 地域の財産を知ろうと 

 活動してもイベントで 

       完結してしまう 

  
Fin! 

 

 知識を共有した後 

 政策に生かせる仕組み 

地元を知るやる気が続かない・生まれない 

解決策！④ 



• 学ぶ 
  3日×７学問 

 

地元学の習得 

• 共有 
   １日×７学問 
• 全体発表 
 １日 
• 市長と共有 
  1日～ 

 

• 発信 
  ２日×７学問 
• イベント 
  １日～ 

 

学ぶ 共有する 発信する 
 



市内の公共施設での公開授業 
 EX）大学、生涯学習センター、 

   コミュニティセンター 

 
講師：専門家（市民）、市役所職員、    
        大学生 
 
対象：小学５年生から大人まで 
 ⇒地域的な連携強化 



具体案① 

地元学の 
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 



地元学 

伝統工芸学 

みず学 

もり学 

特産品学 商店学 

まつり学  農業学 



宇都宮学の
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 

例；宇都宮学 

水の循環 

自給率をあげる 



１講義目 みず学 

・家で飲んだり使っている水は、 

 どこからきてどこへ行くのかを探る 

• 世界の水不足と日本のかかわりを学ぶ 



２講義目 もり学 
• 宇都宮の森で合宿 講演会 

• 森との関わりについて具体案を決める 

 

 



宇都宮学の
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 地産地消 

街づくりとは 

宇都宮学 



３講義目 のうぎょう学 

• 農家体験 

• 農業をしやすい環境にするための施策を
練る 



４講義目 ぎょうざ学 

• 市民で餃子を作る 

• 餃子の街になったのか、街づくりの歴史 

 



宇都宮学の
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 

地域全体で協力
した活動 
市の文化や財産 

宇都宮学 



５講義目 商店学 
• 商店街の歴史と工夫 

• 商店街で働いてみる 



６講義目 まつり学 
• 祭りの由来を学ぶ 

• 祭りの宣伝や企画に参加する 



宇都宮学の
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 

昔の食糧問題・環境 

宇都宮学 



 ７講義目 きぶな学  

• 黄鮒という伝統工芸品を作る 

• 鮒を食べていた時代の食糧危機のこと 



具体案② 

地元学の 
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 



８講義目 共有 

学んだ人が
発表 

コミュニケーション 

 能力の向上 



上下水道局や
環境部 環境政
策課 

自然科学の研
究者 

経済部  
農業振興課 

宇都宮餃子会、
都市整備部  
 

宇都宮オリオン
通り商店街振興
組合 

経済部商工振
興課、日米関係
の研究者 

商工会議所
地域振興部 

８講義目 共有 
専門家と 

話し合う 

共有（発表） 



政策へどう生かすか 

 

 

市長と共有！！ 

街づくりについて話し合い 

共有（発表） 



具体案③ 

宇都宮学の
習得 

学ぶ 共有する 発信する 
 



８講義目 発信 

• パンフレットや新聞、WEBに掲載 

 

• イベントで、 

 他県出身者のみならず留学生とも交流 

 ⇒地域の差異や魅力発見 

 



1年を通した地元学 

もり学 みず学 農業学 

ぎょうざ学 商店学 まつり学 

きぶな学 

1か月のプラン 

 

3週 学ぶ 

1週 共有する 

全体発表 市長と共有 

発信 イベント 



それぞれの役割 

          市民 

 

• 講師として講演 

• 学んだこと発
表 

• 共有 

• 街づくりについ
て話し合う 

 

 

 

 

 

 

          行政 
 
• 講師として講演 

• 市民と積極的
に話し合うこと
で市政に反映
させる 

• 公共の施設の
提供 

 

       大学生 
 
• 講師として講演 

• 市民と行政の
パイプ役 

• イベントの告知 
 
 
 

 



地元学とは 

市民が地域について見つめなおす 

⇒より良い街づくりのきっかけになる
学問 

 

街と共に発展していく学問 
 

 



大きな目標 

地元学を通じて、 

地域を知り、 

社会を知り、 

世界を知り、 

 

地域の問題を解決することで 

日本を変え、 

世界的課題にも取り組んでいけるような 

大きな動きになることを目指す 


